
民間施設における木質空間整備事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 健全な森林の保全や脱炭素社会実現のために社会全体で木材の積極的な利用が求められる

中、府は民間施設での大阪府産材の利用促進を図るため、予算の定めるところにより、多くの府民

が利用する商業施設や交通機関等の施設で、大阪府産材を使用して木質空間の整備を行う者に対

し、民間施設における木質空間整備事業補助金（以下「補助金」という。）を交付するものとし、

その交付については、大阪府補助金交付規則（昭和 45年大阪府規則第 85号。以下「規則」とい

う。）に定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。また、大阪府産材の定義については

大阪府産材認証制度実施要領（令和８年７月１日施行）に定めるところによるものとし、さらに、

この要綱において国産材とは産地及び合法性が確認された国産材のうち大阪府産材以外の木材及び

木製品をいう。 

 

（補助事業等） 

第２条 補助金の対象となる事業（以下「補助事業」という。）の内容、事業実施主体（以下「補助

事業者」という。）、補助対象施設、補助対象経費、補助率（補助額）、補助要件は、別表１に定め

るとおりとする。 

 

（補助金の交付の申請） 

第３条 規則第４条第１項の申請は、交付申請書（様式第１号）を知事に提出することにより行わな

ければならない。 

２ 前項の交付申請書は、別表２に掲げる書類を添付しなければならない。 

３ 交付申請書は、知事が別に定める日までに提出しなければならない。 

 

（軽微な変更） 

第４条 規則第６条第１項第１号の知事の定める軽微な変更は、各経費区分において、変更後の金額

が変更前と比較して、20％以内の変更とする。 

２ 規則第６条第１項第２号の知事の定める軽微な変更は、事業の目的及び内容等のうち事業の基本

的部分に関わらない変更とする。 

 

（補助事業の内容等の変更申請等） 

第５条 規則第６条第１項第１号又は第２号に規定する知事の承認を受けようとする者は、補助事業

経費配分（内容）変更承認申請書（様式第５号）を知事に提出しなければならない。 

２ 規則第６条第１項第３号に規定する知事の承認を受けようとする者は、補助事業中止（廃止）承

認申請書（様式第６号）を知事に提出しなければならない。 

３ 規則第６条第１項第４号の規定に該当するときは、補助事業遅延等報告書（様式第７号）を知事

に提出しなければならない。 

 

（補助金の交付の条件） 

第６条 規則第６条第２項の規定により付する条件は、次に掲げるものとする。 

（１）要綱及び関係要項、その他関係法令に従わなければならない。 

（２）補助事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出について証拠書

類を整備し、かつ、当該帳簿及び証拠書類を事業完了後 10年間保管しておかなければならな

い。 



 

（補助金の交付申請の取下げ） 

第７条 補助金の交付の申請をした者は、規則第７条の規定による通知を受けた日から起算して 10

日以内に限り、交付申請取下届出書（様式第８号）により申請の取下げをすることができる。 

２ 前項の規定による取下げがあったときは、当該申請に係る補助金の交付の決定は、なかったもの

とみなす。 

 

（状況報告） 

第８条 規則第 10条による報告は、次の各号に掲げる書類を当該各号に定める日までに知事に提出

することにより、行わなければならない。 

（１）着手届（様式第９号） 

補助事業に着手した日から起算して 10日を経過した日 

（２）完了届（様式第 10号） 

補助事業を完了した日から起算して 10日を経過した日又は補助金の交付の決定のあった年

度の３月 25日のいずれか早い日 

２ 知事は、前項に定める報告のほか、必要に応じて補助事業の遂行に関し検査を行ない、状況報告

を求めることができる。補助事業者は知事から求められた場合は、必要な報告を行わなければなら

ない。 

 

（実績報告書） 

第９条 規則第 12条の規定による報告は、実績報告書（様式第 11号）を補助事業の完了した日の翌

日から起算して 30日以内又は補助事業の完了した日の属する会計年度の３月 25日のいずれか早い

日までに、知事に提出することにより行わなければならない。また、補助金の交付の決定に係る府

の会計年度が終了した場合も、同様とする。 

２ 前項の実績報告書は、別表３に掲げる書類を添付しなければならない。 

 

（補助金の交付） 

第 10条 知事は、規則第 13条の規定による補助金の額の確定の後、当該補助金を交付する。ただ

し、知事は事業の円滑な遂行を図るため必要と認めるときは、規則第５条に規定する補助金の交付

の決定をした額の全部又は一部を概算払により交付する。 

２ 前項の規定による補助金の交付を受けようとする者は、補助金の額の確定の通知を受け取った日

以降、速やかに交付請求書（様式第 12号）を知事に提出しなければならない。 

３ 第１項ただし書の規定により補助金の交付を受けようとするものは、交付の決定通知を受け取っ

た日以降、概算払請求書（様式第 13号）を知事に提出しなければならない。 

 

（決定の取消しにかかる届出） 

第 11条 補助事業者は、規則第２条第２号イからハまでのいずれかに該当することとなったとき

は、該当事項届出書（様式第４－３号）を、知事に提出しなければならない。 

 

（補助金の経理） 

第 12条 補助事業者は、補助金に係る経理について、その収支の事実を明確にした証拠書類を整備

し、かつ、これらの書類を補助事業が完了した日の属する会計年度終了後 10年間または次条第３

項に規定する期間のいずれか長い方の間保存しなければならない。 

 

（財産の管理及び処分の制限） 

第 13条 補助事業者は、補助事業により取得した財産について台帳を設け、その保管状況を明らか

にしなければならない。 

２ 規則第 19条ただし書に規定する知事が定める期間を経過する以前に当該財産を処分しようとす

るときは、取得財産処分承認申請書（様式第 14号）を知事に提出し、その承認を受けなければな

らない。 



３ 規則第 19条ただし書並びに同条第４号及び第５号の規定により知事が定める財産の種類及び期

間は、次のとおりとする。 

４ 第２項の規定により知事の承認を受け、財産の処分を行うことにより収入があったときは、知事

はその収入の全部又は一部を納付させることができる。 

 

（雑則） 

第 14条 この要綱に定めのない事項については、別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年６月 16日から施行する。 

この要綱は、令和６年３月 21日から施行する。 

この要綱は、令和７年３月 17日から施行する。 

この要綱は、令和８年６月 18日から施行する。  

財産の種類 期間 

取得価格が 50万円

以上の財産 

減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 40年大蔵省令第 15号）

に定める期間（以下「法定耐用年数」という。） 



別表１ 補助事業等 

項目 内容 

補助事業の内容 大阪府産材及び国産材を使用する次の取組のうち、知事が適当と認めたもの 

（１）床・壁・天井・外壁等の内外装の木質化 

（２）（１）と併せて行う木製什器等の整備 

補助事業者 民間（国、地方公共団体以外）法人 

補助対象施設 次の（１）～（３）のすべての要件を満たす施設 

（１）多くの府民の目に触れ、利用者が特定の団体や契約会員等のみに限定

されない大阪府内の施設であること。 

（２）補助事業者が所有又は管理する施設であること。なお、施設を所有し

ていない場合は、第 13条第３項で定める法定耐用年数について施設を維持

できる権原が設定されていること。 

（３）国、地方公共団体が所有又は管理する施設、個人が所有する施設でな

いこと。 

補助対象経費 大阪府産材及び国産材の使用にかかる木工事費のうち、補助事業を実施する

ために必要かつ適当と認める下記の経費 

１ 材料費 木工事に直接必要な材料や木製什器等の購入費をいい、こ

れに要する運搬費等を含むものとする。 

２ 労務費 木工事に直接必要な労務者に対する賃金等の人件費をい

う。 

３ 諸経費 木工事に係る上記以外のその他経費をいう。（設計費は含

まない。） 
 

補助率 

（補助額） 

補助率は、補助対象経費の２分の１以内（千円未満切捨）とする。 

補助額は、見えがかりの大阪府産材及び国産材１㎡あたり 2.5万円。 

ただし、上記の補助率の範囲内において、補助金の額の上限及び下限は下記

のとおりとする。 

上限 1申請につき 2,000万円 

下限 1申請につき 250万円 

補助要件 次のア～キのすべての要件を満たすものとする。 

ア 大阪府産材を建築物の床・壁・天井等の内装、外壁等の外装、什器等

で、現しで合計 100㎡以上（見えがかり部分の投影面積）使用するこ

と。ただし、面積算定は水平、立面方向の一番大きい面積一面を採用す

る。 

イ 整備した空間において木に触れる普及啓発イベントを１回以上実施する

こと。また、実施状況について写真等で報告すること。 

ウ 施設利用者へ木材利用に関するアンケートを実施し収集すること。アン

ケート内容については事前に協議すること。また、収集結果について報

告すること。 

エ 耐火性、耐久性及び安全性等の観点から木材が適切に使用されているこ

と。 

オ 施設利用者に対し、大阪府産材を使用していることや木材利用の必要性

などをＰＲする明示看板を設置すること。 

カ 補助対象経費について、他の補助事業との重複がないこと。 

キ 事業完了後の維持管理体制が確実に見込まれること。 

 

 

 

 

 

 



別表２ 交付申請書 添付資料 

 

別表３ 実績報告書 添付資料 

ア 補助事業実施状況報告書（様式第11号 別紙１） 

イ 補助事業決算書（様式第11号 別紙２） 

ウ 事業内容の実績資料 

（工程表、完成図面（位置図、平面図、構造図等）その他説明に必要な資料） 

エ 大阪府産材及び国産材の使用量等の根拠 

（平面図、立面図、見える部分での使用面積の計算書） 

オ 事業費の実績内訳が分かる資料（見積書・積算書等） 

カ 写真（施工前・施工中・施工後・府産材のマーク） 

 ※プリントアウトした用紙及び電子データで、府が事業 PR等に使用できるもの 

キ 契約書（写）・納品書（写）・請求書（写）・支払いが確認できる書類等 

ク 大阪府産材の認証証明書類 

  大阪府産材認証制度実施要領で定める「大阪府産材トレーサビリティ管理票」（写） 

ケ 国産材の産地及び合法性を証明する書類 

 ・収集した原材料情報の内容、合法性確認の結果、確認の理由について記録したもの 

 ・証明書等（伐採造林届出書等（写）により樹種及び伐採地域が確認できるもの） 

 ・原木から施工現場到着までの生産・流通経路図 

コ その他知事が必要と認める書類 

 

ア 事業計画書（様式第２号） 

イ 経費内訳書（様式第３号） 

ウ 要件確認申立書（様式第４―１号） 

エ 暴力団等審査情報（様式第４－２号） 

オ 事業内容の説明資料 

（工程表、計画図面（位置図、平面図、構造図またはイメージ図等）、現況写真、 

その他説明に必要な資料） 

カ 大阪府産材及び国産材の使用量等の根拠 

（平面図、立面図、見える部分での使用面積の計算書） 

キ 事業費の積算内訳が分かる資料（見積書・積算書等） 

ク 登記事項証明書 

ケ 賃貸借契約書の写し及び施設所有者の承諾書など 

（自社所有でない施設（賃借契約）で事業を行う場合） 

コ 納税証明書（未納がないことの証明：発行から３か月以内のもの） 

  ・大阪府の府税事務所が発行する府税（全税目）の納税証明書 

   （大阪府内に事業所がない場合は、本店を直轄する都道府県税事務所が発行するもの。） 

・税務署が発行する法人税と消費税及び地方消費税の納税証明書 

サ 直近の決算報告書 

シ その他知事が必要と認める書類 


